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中国の章回小説の章段タイトルの構造について

文楚雄

Ｉ始めに

中国の明、情時代に盛えていた章回小説１，は非常に数多くの優秀作品を残してい

る。今でも人人に愛読されている「三国演義｣、「水瀞伝｣、「西遊記｣、「紅楼夢」な

どはその代表的な作品である。章回小説は長編小説の一種であるが、独特な特徴を

持っている。そのもっとも大きな特徴としては小説を数十回、百数十回の章段に分

け、それぞれの章段に二句の章段タイトルをつけることがあげられると思う。この

二句の章段タイトルはその章段の主な内容やヒントを読者に与える。またこの章段

タイトルの構造も章回小説の独特な特徴があると思われる。例えば、章段タイトル

が七言､八言句から構成されているものは多いのがその一つである。「三国演義｣2)では

120章段のうち、七言句で構成する章段タイトルは89章段で、およそ全体の742帖を

占めており、八言句は31章段で、およそ25.8％を占めている。七言八言句以外の章

段は一つもない。「水瀞伝比）では120章段のうち、七.言句は55章段、八言句は５９

章段であり、この七言八言句の章段は全体の95％を占めている。「西遊記｣４１では100

章段のうち、七言句は80章段、八言句は11章段で、七言八言句の章段は全体の919ｂ

を占めている。「紅楼夢」５）では120章段はすべて八言句である。「金瓶梅」６１では

100章段のうち、七言句は56章段、八言句は42章段、あわせて98章段で、９８％を占

めている。また「民国章回小説大観」７１では156篇の作品を収録しているが、そのな

かでも章段タイトルが主に七言八言句だった作品は97篇あり、およそ72％を占めて

いる。このように章回小説の章段タイトルは文字数だけを見ても独特な特徴がある

のである。

本稿ではこのような独特な特徴のある章回小説の章段タイトルの構造について考

察し、その構造のパタンや特徴を明らかにすることを試みたい。なお、本稿では主

として七言八言句の章段タイトルを考察することにしている。
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Ⅱ章段タイトルの主語

章回小説の章段タイトルは主語8,がよく現れる。主語の省略は作品によっては違

うが、比較的少ないのである。例えば、「三国演義」では120章段のうち、章段タイ

トルの主語が二句とも省略されているのはわずか３章段だけで、２５(１６しか占めてい

ない。「水耕伝」では120章段のうち、章段タイトルの二句とも主語が省略されてい

るのは一章段しかない。「紅楼夢」では120章段のうち、章段タイトルの二句とも主

語が省略されているのは14章段で、およそ129tしか占めていない。

２－１主語の文字数

章回小説章段タイトルの主語は一文字の場合もあれば、四文字の場合もある。

Ａ、四文字の場合

主語が四文字の場合の用例は比較的に少ない。次の用例を見てみよう。

１．黒河妖箪檎僧去西洋尤子捉魁回（《西》第四十三回，)）

２．解珍解宝双越赦弥立弥新大劫牢（《水》第四十九回）

3．托塔天王夢中昆呈浪里百跳水上扱冤（《水》第六十五回）

4．琉璃世界白雪紅梅脂粉香娃割腱唆脳（《虹》第四十九回）

棒線で示しているように、主語が四文字から構成されている。

Ｂ、三文字の場合

主語が三文字から構成される用例がとても多い。次の用例を見てみよう。

５．輪道国拐財逸遁湯来保欺主各恩（《金》第八十一回）

６麹遁Z旧家待母芥国近裁路迎朋（《晴唐演又》第十五回'０１）

7．妙周公王世充絶魏笄徐劾李云遼旧唐（《晴唐》第五十三回）

8．平原且秦叔宝逃生大海寺唐万初恂又（《晴唐》第四十五回）

9．宋公明夜渡益津尖臭学究智取文安具（《水》第八十五回）

10．愉骨殖何九叔送喪供人尖武二郎没祭（《水》第二十六回）

１１．王杏庵又仙盆几金道士要淫少弟（《金》第九十三回）

12．跡行者大岡黒瓜山現世音收伏熊黒怪（《西》第十七回）

13．秦可卿死封尤禁尉王煕風物理〒国府（《虹》第十三回）

14．秦文公郊天皮埜郊庄兄掘地兄母（《京周列国志》''１第四回）

15．藷刺史重道敬僧老祖師汎顔知喜（《末度氾》'２１第九十八回）

棒線で示しているように、主語は三文字から構成されている。
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Ｃ、二文字の場合

主語が二文字で構成する用例は非常に多い。次の用例を見てみよう。

１６．横海郡柴逃留冥景llHRI武松打虎（《水》第二十三回）

１７．孔明用智激周諭弥収決汁破曹操（《国》第四十四回）

１８．弓超大皎葭萌共対各自緬益州牧（《国》第六十五回）

１９．蓑曹各起弓歩三率失雅共檎王対二将（《国》第二十二回）

２０．用奇煤孔明借箭献密汁黄蓋受刑（《国》第四十六回）

２１．宴侯江曹操賦時欲鹸船北軍用武（《国》第四十八回）

２２．唐主逸僧修大会汎音昆像化金蝉（《西》第十二回）

２３．黄凡崎唐僧有唯半山中八戒争先（《西》第二十回）

２４．玉蔚脆受三章的お童私桂一帆凡（《金》第六十四回）

２５．坪女侍巧姐慕UBI良玩母珠賛政参聚散（《虹》第九十二回）

２６．宴海業買母賞花妖失宝玉通艮知奇禍

棒線で示しているように、主語は二文字から構成されている。

、、一文字の場合

２７．魔弄寒凡瓢大雪僧思拝佛履戻沐（《西》第四十八回）

２８．jIm音院僧煤宝瓜黒凡山怪窃袈裟（《西》第十六回）

２９．睦州城箭射耶元党身尤崎神助朱公明（《水》第一百十七回〕

３０．赦反側君念臣恩了前録人同花謝（《晴》第九十九回）

棒線で示しているように、主語は一文字から構成されている。この種の用例は比

較的少ない。

２－２主語の構成

章段タイトルの主語はほとんどの場合は人名などの名詞や名詞連語で構成されて

いる。次の用例を見てみよう。

３１．王司徒巧使達坏汁董大ﾘNi大同風仇亭（《国》第八回）

32．賢裏人焼噴儀宝玉梢平几軟珸救費珪（《虹》第二十回）

33．〒国府除夕祭宗伺菜国府元宵升夜宴（《虹》第五十三回）

34．藤冶几舞釦分炊企夫人題待避充（《晴》第三十一回）

35．李世民感恩劫友母〒夫人惑汁走他夕（《晴》第五十二回）

36．褐娼娼悦嫁輔愛姐西、灰包占王六」Ｌ（《金》第三十七回）

37．琴童潜りf燕茸炊飛安嬉瀞瑚蝶巷（《金》第五十回）
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３８．李達打死段天錫柴逃失階高唐州（《水》第五十二回）

３９．栃雄酔閨播巧云石秀智余斐如海（《水》第四十五回）

４０．王氏因好吃官司巽端被打ﾘ､i牢犯（《水》第一百二回）

棒線で示しているように、主語は人名などの名詞で樹成されている。しかし、次

のような用例もある。

４１．鳩昏主寛同几浅新逆后大快人心（《晴》第七十七回）

42．官封弼弓心何足名注芥天意未〒（《西》第四回）

棒線部の主語は述語連語で構成されている。

２－３主語の位置

章段タイトルの主語は句の最初に置く場合が多いが、句のまんなかに置く場合も

少なくない。

Ａ、主語は句の最初に置く

句の最初に主語を置き、そのあとに主語の動作、行為、状態などについて陳述す

る述語を置く。章回小説にはこのような章段タイトルが非常に多い。

４３．王煕風厨幻返金陵頚皮嘉蒙恩迩玉厭（《虹》第一百十四回）

４４．林黛玉焚稿断痴情藤宝奴出閏成大礼（《虹》第九十七回）

45．梢播娘帝下勾情老王婆茶坊悦技（《金》第二回）

46．意蓮几愉期蒙愛春梅姐正色悶邪（《金》第二十二回）

47．安禄山人宮几妃子高力士沿街見状元（《晴》第八十回）

48．王碗」LXIu灯起畔字文子黄色亡身（《晴》第十八回）

49．宋江兵打北京城失腔iX取梁山泊（《水》第六十三回）

50．林沖水緊大並火晁蓋梁山小寺泊（《水》第十九回）

51曹阿瞳杵田打圃董国舅内周受沼（《国》第二十回）

５２．陶恭祖三辻徐州曹孟徳大AiR呂布（《国》第十二回）

５３．丁奉定汁新郷鮴姜雄斗陣破邪文（《国》第一百十三回〕

棒線で示しているように、主語は句の最初に置いてある。

Ｂ、主語は句の真ん中に置く

句の最初に場所や時間の言葉或いは述語や目的語を置き、その後に主語を置く。こ

のような章段タイトルが少なくない。

（１）、主語の前に場所や時間の言葉を置く（場所・時間＋Ｓ＋Ｖ)。次の用例を見

てみよう。
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５４．京岳店英雄染病二賢庄知己淡心（《晴》第十回）
〔〕￣ ［〕￣

５５．清明枯寡jE1上新攻永福寺夫人逢故主（《金》第八十九回）
〔〕￣ 〔〕￣

５６．滴翠亭樋妃淡彩蝶埋香塚16燕泣残虹（《虹》第二十七回）
〔〕￣ ［〕￣

５７．下郵城曹操塵兵白｢]楼呂布;iii命（《国》第十九回）
〔〕￣ 〔〕￣

５８．七星転渚葛祭凡三江ロ周諭$M火（《国》第四十九回）
〔〕￣ 〔〕￣

５９．梁山泊林沖落草沖京城栃志実刀（《水》第十二回）
〔〕￣ 〔〕￣

６０．梁山泊昊用挙戴宗褐iE1峪宋江逢李俊（《水》第三十六回）
〔］￣ 〔〕￣

６ＬｊＩＨ音院唐僧脱唯高老庄行者降魔（《西》第十八回）
〔】￣ 〔】￣

６２．黄凡｡'今唐僧有唯半山中八戒争先（《西》第二十回）
〔〕￣ 【〕￣

棒線で示しているように、主語の前１こ場所や時間の言葉を置いてある。

（２）、主語の前に述語や目的語を置き、その後に主語を置く（Ｖ（Ｏ）＋Ｓ)。次
の用例を見てみよう。

６３．改名東実公主辞烟割抱禁単雄信断又（《晴》第五十七回）

６４．亟国号女主称尊同宴筵小人杯肉（《晴》第七十四回）

６５．腓情郎佳人占鬼卦焼夫昊和尚斫淫声（《金》第八回）

６６．路相府西、脱禍ｊＬ赫娘敬折梢魂（《金》第十八回）

６７．失錦衣盆女耐嗽噌送菓品小郎掠厄測（《虹》第九十回）

６８．拭文字宝玉始提宗探警瓜更坏重錯怨（《虹》第八十四回）

６９．慶双帝隊留践位煤董賊孟徳献刀（《国》第四回）

７０．焚金厭董卓行凶匿玉歪弥堅背釣（《国》第六回）

＿、＿線で示しているように、主語の前に述語と目的語を置いてある。

２－４主語の省略

章回小説の章段タイトルの主語は全体としては省略する場合が少ない｡しかし､作

品によってはよく省略する場合もある。次の用例を見てみよう。

７１.姶孤国（）'可古淡因天竺国（）朝王遇偶（《西》第九十三回）

７２．（）幻作洩屏上蝉娼（）小勝仙空中音采（《晴》第八十四回）

７３．伝生殿（）半夜私盟勤政楼（）通宵吹宴（《晴》第八十六回）

７４．鮭阻界（）触忌被斥芥州城（）卜居迎葬（《晴》第三十三回）

７５．渡iFi水（）再鱒番王楓作降（）三接孟荻（《国》第八十八回）

７６．躯巨曽（）六破蛮兵焼藤甲（）七檎孟荻（《国》第九十回）

７７．脈肺脇（）心迷活宝玉含恥辱（）情烈死金釧（《虹》第三十二回）
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７８．用取采（）偶横金庄寿不了情（）暫撮土力香（《虹》第四十三回）

７９．衛扇子（）作千金一笑因騏麟（）伏白首双星（《虹》第三十一回）

棒線で示しているように、（）の所では主語が省略されている。

Ⅲ述語

中国語では主語は省略したりすることができるが､述語は一般的に省略できない。

章回小説の章段タイトルにおいても同じである。述語はもっとも肝心な部分で、省

略は不可能である。また章段タイトルの述語は一回だけ現れる場合もあれば、数回

現れる場合もある。

３－１述語が－回だけ現れる

述語が一回だけ現れる場合には、主語のある時は述語は主語の後、目的語の前に

置く。主語が省略されている時には場所や時間を表わす言葉の後に置く。

Ａ、主語がある場合

（１）述語には連用修飾語が付いていない場合には述語は主語のすぐ後に置く。次

の用例を見てみよう。（Ｓ＋Ｖ）

１．又士充配孟州道妻妾玩賞芙蓉亭（《金》第十回）

２．宇姶事劾倒栃提督李瓶几杵嫁蒋竹山（《金》第十七回）

3．播金蓮掠散幽吹昊月娘拝求子息（《金》第五十三回）

4．呂奉先射戟猿、曹孟徳政師清水（《国》第十六回）

5．玄徳近位浜中王云任攻抜襄昭君（《国》第七十三回）

6．茉莉粉替去薔薇硝攻魂露引出挟苓霜（《虹》第六十回）

7．甑家ｲﾄ投案更家｢］水月庵披翻凡月案（《虹》第九十三回）

一線で示しているように、述語は主語のすぐ後に置いてある。

（２）、主語の後に連用修飾語がある場合には述語は連用修飾語の後に置く。（Ｓ＋

連用修＋Ｖ）

８階焼帝両院jIjl花傘型同舟蝉（《晴》第二十九回）－〔〕－

９奎塑｣L鰄繼型塾膜底轤（《金》第十三回）

'0圭型棒澪互搗鬼播金蓬雪夜弄琵琶〔《金》第三十八回）－〔〕－

１１．対皇叔北海救孔融呂温侯瀧田破曹操（《国》第十一回）
－〔〕－

１２塁墜臘篭新郎鵬叔洞房雛偶（《国》第五十四回）－〔〕－
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13．渚葛亮智算隼容尖云侯又粋曹操（《国》第五十回）
－〔〕－ －〔〕－
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14．公称腔芒砺山降魔晃天王曽失市中箭（《水》第六十回）
－〔〕－－【〕－

１５．戸俊又大占h星峰共宋公明智取清溪洞（《水》第一百十八回）
－〔〕－ －［〕－

１６．混江戈太湖小結又朱公明芥州大会咳（《水》第一百十三回）
－〔〕･－－〔〕ロー

一線で示しているように、述語Iま主語や連用修飾語の後に置いてある。

Ｂ、主語がない場合

主語がない場合には述語は場所や時間の言葉の後に置く。このような場合の用例

は少ない（連用修＋Ｖの))。

17．芦雪庭争朕即景涛暖香塔雅制春灯漣（《虹》第五十回）
〔〕｡－ ［】〔〕-

18．怪生殿半夜私盟勤政楼通宵吹宴（《晴》第ﾉし十六回）
（〕〔］「〕－〔］〔〕ロー

一線で示しているように、述語は時間や場所の言葉の後Iこ置いてある。

３－２述語が数回現れる

一句に述語が二回以上現れる時には主語がある場合とない場合の２パタンがある。

Ａ、主語がある場合

（１）、最初に主語があり、その後に述語が二回現れる（Ｓ＋Ｖ（Ｏ）＋Ｖ（Ｏ))。

この種の用例が非常に多い。

19．安金藏剖腹鴫冤略冥王草撒付罪（《晴》第七十三回〕

20．李滴仙皮沼答番名高力士逃博iX雅凋（《階》第八十二回）

21．隊光燕赴任逢欠江流僧夏仇根本（《西》第九回）

22．呪音赴会|可原因小至施威降大呈（《西》第六回）

23．我佛造蛭侍扱釆現音奉旨上伝安（《西》第八回）

24．辞金剛経財尚又侠痴几女遺帖惹相思（《虹》第二十四回）

25．梢Ｙ坏扱屈天凡流美化伶斬情旧水月（《虹》第七十七回）

２６．曹操煮酒沿英雄失公嫌城新卒冑（《国》第二十一回）

27．曹王乘乱納甑氏郭嘉遺汁定江末（《国》第三十三回）

28．鹿今明拾様決死蛾失云侯放水掩七軍（《国》第七十四回）

一線で示しているように、述語が二回現れている。

（２）、最初に述語（目的語）があり、その後に主語が来る。主語の後にまた述語

と目的語がある。Ｗ（Ｏ）＋Ｓ＋Ｖ（Ｏ))。この種の用例が多い。

２９．DL土伐箪卿思故里｜用秘事風姐凧家童（《虹》第六十七回）
－－－－二－－－－－－＝－－－－－

３０．受私賄老官翻案陵寄附,情淑女解琴名（《虹》第八十六回）
－－－－－二－二－－－＝－－－－－－－－－－
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３１．臓消息風姐没奇煤泄机失箪几迷本性（《虹》第九十六回）

３２．寄法名官許穿道服散生日敬枅拝菟家（《金》第三十九回）

３３．打猫几金蓬品玉斗叶子敬枅輸金（《金》第五十一回）
￣－－へ～～－－－－－－－

３４．１』!(温明董卓叱丁原償金珠李粛悦呂布（《国》第三回）
￣－－－－－－－－－－

３５．祭i横i水沢相斑ｌＩｍｉ伐中原武侯上表（《国》第九十一回）
￣－－ヘヂーー－～－－ハザーー

３６．糸題１k'二李密負友乱宮妃唐公起兵（《晴》第四十六回）
￣－－～－－－－－～－－

３７．施青目学士沢英雄倍赤心番人作藩慎
一一一一一一一一一一一一

一線で示しているように、述語は主語の前後に現れている。

Ｂ、主語がない場合

この場合には述語は二回現れる場合もあれば､三回現れる場合もある。（ｖ（ｏ）＋

ｖの))。次の用例を見てみよう。

３８．幻作浅屏上蝉娼小勝仙空中音釆（《晴》第八十四回）
￣－－－－－

３９．迂西内寓|可父子情遺鴻都錯i正晴唐事（《階》第一○○回）
￣－－－～－－－－

４ｑ渡i横i水再鱒番王狽作降三檎孟荻（《国》第八十八回）

４１．駆巨曽六破蛮兵焼藤甲七檎孟荻（《国》第九十回）

４２．銭鴛鐵夢兆鋒芸軒狽分定情悟梨香院（《虹》第三十六回）
￣￣－－－－－－

４３．得臭通幻境悟仙録送慈枢故多全孝道（《虹》第一百十六回）
－－〔〕－－－－〔】－－

４４．退豪隼｢]前放烟火賞元宵楼上酔花灯（《金》第四十二回）
－－【】－－－－〔〕－－

４５.弄私情〕｡i贈一枝桃走捷径採旧七件事（《金》第四十八回）
－－〔〕－－－－〔〕－

－線で示しているように、主語がなし､が述語が二回現れている。次の用例は述

語が三回現れるている。

４６．用取釆偶撹金庄寿不了情暫撮土力香（《虹》第四十三回）

４７．感秋声折琴悲往事坐禅寂走火人邪魔（《虹》第八十七回）

４８．盗蒸淫賜盆錯同心退試逆扶王升御座（《晴》第十九回）
￣－－－－－－－

４９．尋洞除妖逢老寿当朝正主救嬰几（《西》第七十九回）

一線で示しているように述語は三回現れている。

２－３複雑な述語

ここで言う複雑な述語は主述述語、兼語述語、四字連語述語などのパタンを指し

ている。

Ａ、主述述語

述語は主・述構造の連語からなっている（Ｓ＋Ｖ（主・述構造))。次の用例を見
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てみよう。

５０.李瓶ﾙ病鐘死蓬西nLE官作生涯（《金》第六十回）
---L碑泓印Ｉ－－ﾖ?冠－，－－

５Ｌ官封弼ｴｻ心何足名注芥天意未〒（《西》第四回）
Ｉ鴬鈑￣司一舂

５２i麹蝦j雛蕊鰹Hi諺i導竺;蘆ｉ（《西》第六十七回）
５３.臺璽圭南牢零璽迂巧汁響（《晴》第五十一回）
５４．型塑ｌ１蘂凹廩土垂j壁iﾐ!S弊轌（《水》第九十五回）
５５．麹王政旧司弓臣姜雄兵敗牛夫山（《国》第一百七回）

￣ｌ」逃ｍＨ－－丁夛ＴＥ－－｢言

５６占吋山塾掌騨撒水超云寡鰍（《国》第七十一回）￣了一死一斤

５７．墓彊上j量i歴迩捲ifH劃散情重愈斜情（《虹》第二十九回）
－－r÷蓮一一一一了蚕一～－

s8Eii金圃ﾘ小鍬生大浪廓公子余痛触前情（《虹》第一百四回）
－－～I￣型下￣＝－宗

一線で示しているように、述語は主・述構造で構成している。

Ｂ、四字連語述語

述語は意味がまとまった四字連語で構成している。（Ｓ＋Ｖ（四字連語))。

５９．企蘇娃全名全美各公卿宜室宜家（《晴》第六十二回）

60壇畳王童同」蛾新逆后大快人心（《階》第七十七回）

61重返塑溺姪得度赤心几欺主作威（《晴》第八十七回）
￣－－~~~￣~~~~-

62．隆敬ijf秀一得二播金蓮熱心衿面（《西》第八十二回）
￣￣－－－．ﾛローー一一一一

63．哀本初敗兵折将美云伝佳印封金（《国》第二十六回）

６４．ｔi老老是信口升河情奇奇偏寺根究底（《虹》第三十九回）
￣￣￣－－~--

-線で示しているように、述語は四字連語で構成してし､る。

Ｃ、兼語述語

述語は兼語檎造の連語から構成されている。この種の用例はきわめて少ない

十Ｖ（兼語構造))。

６５．昊用使吋迂盗甲濁隆嫌徐〒上山（《水》第五十六回）
￣￣二塁二二一一一一一一一

三＝＝線で示しているように、述語は兼語構造となっている。

。（Ｓ

Ⅳその他

上述は主として章回小説の章段タイトルの主語、述語の問題について簡単に考察

してきたが、この節では章段タイトルの目的語、連用修飾語及び七言八言句以外の

章段タイトルなどについて、すこし触れて行きたいと思う。

Ａ、目的語
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章回小説の章段タイトルの目的語は、地名などのような場所を表わす言葉から構

成される用例が比較的に多い。これは目的語の特徴の一つとして挙げられよう。次

の用例を見てみよう。

１．超王雄踞尤虎失周喜覇占鴛鴦槙（《晴》第六十五回）

２．芥国逸漫央立球場柴郡弓挟伴勝灯市（《晴》第十七回）

３．実小姐易服走他多杵太雌空身人虎穴（《晴》第二十六回）

４．王教失私走延安府九蚊允大岡史家村（《水》第二回）

５．史大郎夜走年阻具曾提轄拳打慎失西（《水》第三回）

６．超員外重修文殊院曾智深大同桃花村（《水》第四回）

７．花和尚単打二九山背面答双手宝珠寺（《水》第十七回）

８．超主文餓死沙邸官孟裳君愉泣函谷失（《末》第九十三回）

９．１９云山夜走貴具洪秀全起又金田（《洪秀全演又》!〕,第八回）

１０．除英王平定江西地対而川汁取上海城（《洪》第三十七回）

１１．何倍又Ui(献江弥城石述汗大皎衡州府（《浜》第五十一回）

一線で示しているように、目的語は場所を表す地名などの言葉で樹成されて

いる。

Ｂ、連用修飾語

章回小説の章段タイトルの連用修飾語は一般的には語いや単純な連語などで横成

し、動作、行為などの場所、時間、方式、方法などを示す。次の用例を見てみよう。

12．假弟妹暗錘蛮肢真夫姐明階花独（《金》第九十七回）
〔〕－ （〕-

13．孟玉楼愛嫁李衙内李衙内怒打玉管｣し（《金》第九十一回）
〔〕－ ［〕-

14．西｢]､E熱拮十兄弟武二郎衿遇奈寄（《金》第一回）
〔〕－ 〔】－

１５．心主夜伺修萄物君王筵上ｉｔ妖邪（《西》第六十九回）
〔］－ 〔〕－

１６．慎海寺心猿知怪黒松林三余弄りｉＪ（《西》第八十一回）
〔〕－－ 〔〕－－

１７．曹仁大１Mt京昊兵孔明一気周公適（《国》第五十一回）
【〕－ 〔〕-

18．失云伝単刀赴会伏皇后力国損生（《国》第六十六回）
〔】－ 【〕－

１９．美憲公千里走単騎ｉＪＩ寿侯五失斬六将（《国》第二十七回）
〔】－ （〕－

２０．曹操合亭破本初玄徳荊州依対表（《国》第三十一回）
【〕－ 〔〕－

２１．張管菅因妾弟挺身萢竹扱力表兄医H金（《水》第一百三回）
〔］－ 〔〕－

２２．秦叔宝途次救唐公妻夫人寺中生世子（《階》第五回）
〔〕－ 「］－

［］で示しているように、連用修飾語は語し､や連語で構成され、動作、行為の場

所、時間、方式などを表わしている。しかし連用修飾語は時には一つの分句のよう
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な形となっているように思われる。次の用例を見てみよう。

２３．漆垢洗心惟扣塔鱒魔旧正乃修身（《西》第六十二回）
〕－〔 〕－

２４．見根孕育源流出心性修持大道生（《西》第一回）

２５．人亡物在公子填同蛇影弓杯箪卿絶粒（《虹》第九十五回）
２６鳳同穴一吋喪礼盛守孤臭半夜口脂香（《金》第六十五回）

２７．因iIj成案元妃莞逝以假乱真宝玉痕癒（《虹》第九十五回）
〕－－〔 】－－

［］で示している部分は分句のように思われる。

Ｃ、「対偶」について

章回小説の章段タイトルはほとんどの場合は前後の二句は字数も構造もまったく

一緒である。例えば、

２８．会深山群英錯大又勝督幕智士粋豪商（《洪》第二回）

２９．左宗某皮璃人折衙洪天王改元錘双銃（《浜》第十八回）

３０．林風翔大破油丞相李升芳再寺Ⅱ輝城（《浜》第三十四回）
－〔〕－－－〔〕－－

３１．審新因巫lliiT粋道昊通失商客持蛭（《度》第十回）
〔］－－－【】－－－－

３２．神元損金救湾家道士没法武尼僧（《度》第二十五回）

３３．高郎州夫姐再争雄ｒ陵城兄弟初交繊（《女仙外史》１４第六十回）
【〕－［｝－【】－｡－

３４．方学士片言折七今桟先生一札HR渚官（《仙》第七十一回）
－〔〕－－－〔〕－－

３５．萢屯娘独鹸達珠蕊プ､1次云双斗苗尤虎（《仙》第五十一回）
￣〔〕－－＝ニーーーー〔〕－－

３６．赤凡大王i〕f盆双青鋒宝剣化枯枝（《度》第六十八回）

３７．陶情実酒酔行商王旧交姐迷孤客（《度》第五十一回）

下線で示しているように、前後二句の字数も構造もまったく同じである。

しかし、たまには前句と後句の檎造が違ったりする場合がある。

３８．敬枅元夜浅蘇姿惠祥怒臂来旺掴（《金》第二十四回）
－１〕－－－［】－－

３９．来旺｣し連解徐lﾄﾄ｜宋恵蓮含蓋自溢（《金》第二十六回）

４０．元夜勝行遇云雨妻妾洩笑卜亀几（《金》第四十六回）
【］－－－－－－－

４１．心猿正処渚録伏壁破傍｢]〕L月明（《西》第三十六回）
－〔】－－－－－－－

４２．鬼王夜渇唐三蔵悟空神化弓|婆」し（《西》第三十回）
－〔］－－－－－－

４３．刈唐放火焼占１t船宋江阿敗高太尉（《水》第七十九回）
－－－－－【〕－－

４』Ｌ鑿L1iD丁里幽狸kq1j噸璽f1L（《水》第七十七回）
４５．人戒大航流沙河木叉奉法收悟浄（《西》第二十二回）
－〔〕－－－－－－

下線で示しているようlこ、前句と後句の構造は違っている。例えば、例4（

句は［連用修＋述・述＋目］の樹造となっているが、後句では［主十述＋目］

例40では前

･目］となつ
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ている。

、、七言八言句以外の場合

章回小説の章段タイトルは七言八言句のものが主流である。しかし、そのほかに

もいろいろな種類のものがある。例えば二言句のものもあれば、十三言句のものも

ある。次に簡単に紹介しておく。

（１）、二言句のもの

二言句の場合には一章段では二句ではなく、一句だけで表わしている。例えば、

｢双珠球」,５１では次のようにタイトルをつけてある。

第一回辞婚第二回戯忠

第三回扱信第四回遇友

第五回侍技第六回比武

「文武香球」,6)では次のようにタイトルをつけてある。

第二十一回済貧第二十二回似嫁

第二十三回鍵女第二十四回代婚

第二十五回露情第二十六回勝因

（２）、三言句のもの

三言句のものはそう多く見られていないが、例えば「中華全史演義｣,7)では－章

段のタイトルは三言句四言句を併用している。

第一回淡天地槽人物盆古首出

第十回李老子粋迦氏税法淡蛭

第三十回晋天唐沢鮭晋郭氏周承

第四十八回稽厨数及年号演又告成

（３）、四言句のもの

四言句の場合には一章段のタイトルは一句の場合もあれば､二句の場合もある｡例

えば「千秋痕」18）では次のように一章段は－句で表わしている。

第一章秀展天生第二章同学吉情

第三章海山盟誓第四章提Ⅸ姻事

第五章慈母省奈第六章恭祝週今

「艶福」19,では－章段は二句で表わしている。

第一章名、公子錆狽女侃

第二章父七未銘大標妓院

第三章竪妾升端断送老母
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第四章海上繁隼金迷舐酔

（４）、五言句のもの

五言句の場合は全篇五言句で構成するものもあれば、七言八言句の中に交じった

りする場合もある。例えば「三刻拍案掠奇｣20)では全部五言句で構成されている。

第一回看得佗理真写出好徒、

第十回淫姐情可洙侠士心当宥

第二十回良録狐作合仇偏草能偕

第三十回窃築心邑巧完壁汁尤神、

「西遊記」では五言句が混じっている。例えば、

第三十回邪魔侵正法意弓恒心猿

第四十一回心猿遭火攻木母被魔檎

第五十六回神狂珠草冠道昧放心猿

第六十六回渚神遭毒手弥勒鱒妖魔

（５）、六言句のもの

六言句の場合は七言八言句のものの中に混じったりする場合が多い。例えば「金

瓶梅」では次のような六言句が混じっている。

第六回何九受賄臓天王婆帝用遇雨

第四十七回苗青含財害主西、杠法受駐

「階唐演義」では次のような六言句が混じっている。

第一回晴主起兵伐除晋王村功寺嫡

第三十二回狄去邪人深宮皇甫君宙大鼠

「水瀞伝」では次のような六言句が混じっている。

第七十三回黒旗凡芥捉鬼梁山泊双献失

第九十三回李達夢間天地宋江兵分面路

第九十四回失姓又降三将李達葬階企人

第九十八回雑清塚配涼英昊用汁鳩郎梨

第一百九回王庄渡江被捉宋江馴憲成功

「東周列国志」では次のような六言句がある。

第二十八回里克爾試孤主穆公一平晋乱

第八十回夫差速煉秤越勾践喝力事昊

第八十六回昊起余妻求将箔忌鼓琴取相

第八十八回弥膜伴狂脱禍庶渦兵敗桂陵
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（６）九言句のもの

全篇九言句で構成しているものは幾つもある。例えば、「剣

トルはすべて九言句で構成されている。

第一回美酒秋江壁待掠泣客

舍舟中道被被坊高ＵＨ

第十回上首横屯此君来不速

刺痕乍褒孝子感尤深

第三十六回粉塙留題-K仙冴月老

倭刀贈別酌酒走昆も

「宝剣金銀｣22,のタイトルも全部九言句で樹成されている。

第一回根髭鉄管老標失隠居

美景芳春小侠女救父

第十回妓以侠名花灯窺梢影

情真唯遺独酒潅愁心

第三十四回小院死好徒梢仇尽又

秩爾来奇侠匿剣椋魂

（７）、十言句のもの

十言句のものとしては次のよなものがある。

五花陣柴嗣昌山寺定姻一甕嚢秦叔宝究途落蝋

（《晴唐演又》第六回）

粋前仇程咬金兄母受恩践死香王伯当力友損躯

（《階唐演又》第五十四回）

（８）、十一言句のもの

十一言句のものとしては次のようなものがある。

舟中歌同句故国暫杵君臣身上蹄姻録臭越反成秦晋

（《晴唐演又》第四十九回）

苦伍心盟宝弓如尤尋旧侶笑~〔神掌佛光満地遁元凶

（《侯眉真人》2])第二回）

巧得干莫古筆神碑先示掲吉弓朋好青山碧水近同歌

（《侯》第六回）

力挽狂潤巧遇昇人~し幻影心伐前略独寺古店坊真情

（《伝》第十六回）

の章段タイ｢剣胆琴心｣2,）
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（９）、十二言句のもの

十二言句のものとしては次のようなものがある。

第一回地姓武陵源虹樹青山容小隠

人過方竹洞蛮烟療雨救見嬰

第二回臭乳活空青金剣双-1s逢侠士

擁云迷迄翠鉄錆一曲退蛮姑

第二集一回騎鶴送郎旧生死鐘錦忰姥女

穿林同友去失山道遭坊仙臭

（《柳湖侠隠幽）

(10)、十三言句のもの

十三言句のものとしては次のようなものがある。

第一回拳酒酌流光良夜唯逢清瀞如鎗

対秤泊野渡神鞭御窓群丑伏珠

第三回恨双使孤舟人在撹中船真天上

暗云藏大后掠逢血影喜遇真仙

第十三回一怪人魔宮鏡殿春生忽椋奇絶

双修多宋事蓬莱路近重活危机

（《俟眉真人》）

Ｖ終りに

以上、中国の章回小説タイトルの構造について、七言八言句を中心に簡単に考察

してきた。上述の考察を通じておおよそ次のようなことがまとめられよう。

①章回小説の章段タイトルは七言八言句のものが主流である。

②章回小説章段タイトルの主語はあまり省略しない。

③章回小説章段タイトルの主語は二文字、三文字のものが多い。

④章回小説章段タイトルの主語の構成はほとんどの場合は人名などのような名詞

で構成する。

⑤章段タイトルの主語は一般的には句の最初に置くが､句の真中に置く場合も少

なくない。

⑥章回小説章段タイトルの述語は省略しない。
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⑦章段タイトルの述語は一回だけ現れる場合もあれば、数回現れる場合もある。

③述語が一回だけ現れる場合には述語は主語や連用修飾語の後に置く。

⑨述語が数回現れる場合には述語は主語の後に置く場合もあれば、主語の前後に

置く場合もある。

⑩章段タイトルの述語は一般的には動詞、四字連語、主述構造連語などで構成する。

⑪章回小説章段タイトルの目的語は場所や地名などのような言葉で構成する用例

がよく見られる。

⑫章回小説章段タイトルの二句はほとんどの場合は字数も構造もまったく同じで

あるが、時には前句と後句の構造が違ったりする場合もある。

⑬章回小説の章段タイトルは七言八言句が主流であるが､二言句のものもあれば、

十三言句のものもある。

注

I）章回小説は末・元時代の語り「講史」から発生したものである。宋・元時代の長編

講史の話本｢平話｣は既に章段にわけており、章回小説のひな形であるとよく指摘されてい

る。例えば、「日本文芸史」（小西甚一、講談社、Ｐ324）では章回小説は宋・元時代の説話、

講史、議経、合生、話本などから発生したと指摘している。

２）「三国演義｣、羅貫中著、沈伯俊校、江蘇古籍出版社、1992年。以下「国」と略称す

る。

３）「水瀞全伝｣、施耐庵、羅貫中著、李泉、張永鐙校、四川文芸出版社、1986年。以下

｢水」と略称。

４）「西遊記」黄周星定本西遊証道書、黄永年、黄寿成校、中華書局出版、1986年。以下

｢西」と略称。

５）「紅楼夢」曹雪芹著、作家出版社、1955年。以下「紅」と略称。

６）「金瓶梅｣、「金瓶梅」資料葉編、侯忠義、王汝梅編、北京大学出版社、1985年。以下

｢金」と略称。

７）「民国章回小説大観」秦和鳴主編、中国文聯出版社、1997年。以下「大観」と略称。

８）主語については説によっては見方が大きく違う。例えば、文の最初にあるものはす

べて主語として見る説もある。朱徳煕の「語法講話」（商務印書館、1982年、Ｐ96）では「我

、昨天升了一十会」の場合の主語は「我、」であると見る。しかし「昨天我伯升了一十会」

の場合は「昨天」を主語として見る。要するに主語はすべて位置によって決めるのである。

従って主語には「施事主語｣、「受事主語｣、「工具主語｣、「与事主語」があると指摘してい

る。本稿では意味による主語の決め方を取る。

９）本稿では、－は主語。－は述語、－は目的語、［］は連用修飾語を表わす。

１０）「購唐演義｣、山西古籍出版社、1996年。以下「階」と略称。
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｢束周列国志｣、山西古籍出版社、1996年。以下「東」と略称。

｢東度記」清渓道人箸、唐華校、上海古籍出版社、1996年。以下「度」と略称。

｢洪秀全演義」黄小配著、長江文芸出版社、1981年。以下「洪」と略称。

｢女仙外史」呂熊箸、劉遠ほか校、上海古籍出版社、1991年。以下「女」と略称。

｢双珠球」楊警頑著、1934年。上海大通図書社、「大観」Ｐ493.以下「双」と略称。

｢文武香球」二禾軒主人、1986年。上海新文化書社、「大観」Ｐ523.以下「文」と略称。

｢中華全史演義」察東藩、1926年。上海大東書局、「大観」Ｐ305～307。

｢千秋痕」花讐、1928年。民立図書館、「大観」Ｐ682。

｢艶福」沈痩葉、1920年。「大観」Ｐ567。

｢三刻拍案掠奇」張栄起整理、北京大学出版社1987年。

｢剣胆琴心」張恨水、新屡報、1920年。「大観」Pl85～186。

｢宝剣金銀」王度慮、1987年。吉林文史出版社、「大観」Ｐ235～236。

｢長眉真人」還珠楼主、上海正気書局、1946年。「大観」PI67。

｢柳湖侠隠」還珠楼主、上海正気書局、1946年。「大観」171。
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